
    

昭
和
四
十
三
年
、
田
口
線(
電
車)

廃
止
、

翌
年
、
稲
目
ト
ン
ネ
ル
が
バ
ス
専
用
路
線

(

布
里
経
由
が)

と
し
て
運
用
を
開
始
し
た
。

一
時
期
は
千
枚
田
の
大
代
集
落
ま
で
バ

ス
は
通
っ
て
い
た
が
、
あ
え
な
く
運
休
と 

                   

     

な
っ
た
。
通
学
、
通
勤
者
は
滝
上
の
バ
ス

停
ま
で
自
転
車
を
利
用
、
防
犯
や
雨
降
り

対
策
な
ど
を
視
野
に
連
谷
校
区
民
が
駐

輪
場
を
設
置
、
一
時
期
は
満
車
状
況
に
あ

っ
た
。
そ
の
施
設
も
老
朽
化
し
、
立
ち
入

り
禁
止
の
状
態
で
十
数
年
を
経
過
。
今
回
、

地
元
の
「
や
ま
か
つ
建
築
」
さ
ん
の
ご
厚

意
で
新
築
さ
れ
た
。 

                   

                                 

                                  

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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滝
上
バ
ス
停
・
駐
輪
場
新
装 

お世話になったバス停、駐輪場の解体作業に協力した人々 

解
体
作
業
に
は
連
谷
地
区

役
員
を
は
じ
め
、
大
勢
の
集

い
、
協
力
を
み
て
、
何
事
に
も

一
致
団
結
す
る
連
谷
魂
が
健

在
で
あ
る
こ
と
に
喜
び
を
得

た
。
ま
た
、
バ
ス
停
、
駐
輪
場

の
場
所
を
お
貸
し
頂
い
て
い

る
滝
上
、
稲
目
の
皆
さ
ん
も
解

体
作
業
の
お
手
伝
い
に
協
力

を
い
た
だ
き
、
休
憩
時
に
は
暖

か
い
お
茶
や
甘
酒
ま
で
振
舞

っ
て
い
た
だ
い
た
。
心
の
こ
も

っ
た
協
力
、
お
気
持
ち
に
感
謝

と
絆
を
感
じ
た
佳
き
日
で
あ

っ
た
。 

あ
り
が
と
う
さ
ま 

平成 23 年 2 月 13 日解体、22 日建前 

 



                                  

                                  

                   

横
浜
ゴ
ム
新
入
社
員
研
修 

 

恒
例
と
な
っ
た
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

の
新
入
社
員
研
修
が
四
月
七
日
、
四
谷
の

千
枚
田
で
行
わ
れ
る
。
当
日
は
、
大
型
バ

ス
一
台
で
新
入
社
員(

ロ
シ
ア
人
十
名
も

含
む)

が
訪
れ
、
保
存
会
、
お
助
け
隊
共
々

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
め
交
流
を
図

る
。
耕
作
者
に
お
願
い
！ 

当
日
の
作
業
と

し
て
三
筋
の
沢
掃
除
を
お
こ
な
い
ま
す
か

ら
、
必
要
と
思
う
も
の
は
事
前
に
片
づ
け
て

お
い
て
下
さ
い
。 

「
四
谷
の
千
枚
田
と
横
浜
ゴ
ム
」
は
環
境

に
取
り
組
む
同
志
と
し
て
善
い
雰
囲
気

の
交
流
を
重
ね
て
い
る
。
研
修
を
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
得
た
大
き
な
効
果
と
し
て
、

生
産
性
の
低
い
棚
田
の
支
援
と
し
て
環

境
に
や
さ
し
く
育
て
た
稲
藁
を
買
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
藁
を

C
O

2

削
減
に
効

力
を
発
す
る
広
葉
樹(

カ
シ
、
ナ
ラ
、
ブ
ナ)

の
育
苗
、
苗
木
の
敷
き
藁
に
活
用
、
工
場

の
敷
地
内
に
植
樹
。
植
樹
祭
に
は
保
存
会

も
例
年
招
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
、
波
及

効
果
の
一
つ
と
し
て
三
月
六
日
、
海
老
の

「
と
う
せ
ん
桜
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
主

催
の
東
泉
寺
裏
山
山
頂
の
一
部
に
横
浜

ゴ
ム
で
育
て
ら
れ
た
広
葉
樹
が
植
え
ら

れ
る
な
ど
、
広
い
繋
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

ビ
オ
ト
ー
プ 

 

保
存
会
は
平
成
十
四
年
、
生
き
物
の
楽

園
「
ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
成
し
た
。
面
積
的

に
は
小
規
模
で
あ
る
が
、
現
在
、
計
り
知

れ
な
い
効
果
が
現
れ
て
い
る
。
そ
の
、
例

と
し
て
①
ド
ジ
ョ
ウ
が
沼
田
や
小
沢
に

増
え
た
。
②
タ
ニ
シ
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
る
。
③
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ヤ
マ
ア
カ

ガ
エ
ル(

放
流)

の
自
然
産
卵
や
、
他
の
カ

エ
ル
類
の
棲
息
が
拡
大
し
て
い
る
。
④
ヘ

ビ
や
イ
モ
リ
も
増
え
て
き
た
。
一
昔
前
は

農
薬
散
布
で
生
き
物
の
姿
が
減
少
し
て

い
た
が
、
最
近
は
、
農
薬
依
存
型
か
ら
健

康
重
視
の
コ
メ
つ
く
り
に
変
わ
り
つ
つ

あ
る
。
湧
き
水
、
天
日
干
し
、
生
き
物
と

共
生
し
た
体
に
や
さ
し
い
コ
メ
を
作
っ

て
、
食
べ
て
、
健
康
を
勝
ち
取
れ
た
ら･･･
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あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業 成果報告会 

 

 

あいち森と緑づくり税を活用した環境活動・学習推進事業の趣旨 
愛知県の森や緑は今、荒廃、減尐の危機にあることを愛知県では、様々な働きで私たちの暮らしをさ

さえている森や緑を健全な状態で将来に引き継いでいこうと平成 21 年４月より「あいち森と緑づく

り税」を導入し森林や里山林、都市の緑を整備、保全するなど様々な取り組みを進めています。 

 この事業に、21 年度は 45 事業団体、22 年度は 87 団体と「森と緑づくり」への参加と理解が一層
の広がりをみせた。 

 鞍掛山麓千枚田保存会は昨年、一昨年ともこの事業に応募、採択され、千枚田を中心とした環境整
備、学習活動を実施した。成果報告会は 3 月 6 日、愛・地球博記念公園 地球市民交流センタ－を会
場に 87 団体(出席者約 300 名)のうち 14 団体が成果発表をされた。そのうち、保存会は 3 番バッタ－
に活動状況をパワ－ポイントで発表。また、活動状況をカラ－プリントし、参加者に配布した。  

以下、発表の概要  発表者 小山舜二  松下 誠 

 

 

 

交付金活用活動状況：うっそうと生い茂る市道・生活道路は防犯、冬季凍結など生活を脅かす状況
にある。また、最近は「四谷の千枚田」の知名度も高くなり、都市近郊から癒し、憩いを求めて大勢
が訪れる。地元では、都市部から訪れる方々によい景観・環境を提供するとともに、共同作業奉仕を
通し、地域の絆を深めるために「あいち森と緑づくり事業」に挑戦した。 

 
学習活動においては、稲作体験(田植えから脱穀まで)では水稲の生育調査、田んぼや小さな沢の生

きもの調査を実施。棚田学習(一般、団体、学生)では生物多様性を学ぶと称して棚田の自然観察、生
物調査、地形、地質、伝統・伝承文化などの資料を配布、参加者の好評を得た。 

環境活動においては、枝葉の生い茂る県道、市道、生活道路の除伐を中心に環境整備を実施。小集
落では手の付けようもない放置化されていた道路も「あいち森と緑づくり」事業の交付金活用による
大変ありがたい制度で、長い間諦めに近かった山間集落にも一筋の光明が得られたと考える。 

終わりに、人手では躊躇していた生活環境確保(除伐など)に高所作業車やダンプなど(リ－ス)の導入
が認められ、為し得なかった事態を可能にしていただいた行政の計らいに感謝。と締めくくった。 

発表会場 


